
私は研究員時代，３年間ほど台

湾に住んでいました．しかし，結

局中国語を習得できず終いでした．私が発した中国語と言

えば「熱いコーヒーを無糖で」や「ビールもう一本」くら

いです．一応中国語の塾に通ったりはしましたが，中国語

発音の反復練習が苦痛でたまらなかったのです．幸いなこ

とに日本語を話せる現地の人は多く，私の台湾生活は拙い

カタカナ英語と時折話す日本語で何とか成り立っていまし

た．このような不甲斐ない状況でも，多くの友人と楽しく

生活を送ることができたのが，台湾生活の一つの魅力だっ

たと思います．後は何といっても食べ物が美味しいことも

台湾の魅力の一つでした．特に本場「鼎泰豊」の小籠包は

私にとって忘れられない絶品です．皆様も台湾へ行った際

は是非，本場「鼎泰豊」の味をお試しください．早くコロ

ナ規制が緩和し，台湾出張が解禁されることを願うばかり

です．

プラズマ・核融合学会誌の編集員を拝命したのは，台湾

生活に別れを告げて早１年という時期でした．本学会誌の

記事は，特に英語に不慣れな学生時代には大変貴重で，私

も学生のころから大変勉強させていただいています．これ

から担当企画の仕事がありますが，会員の皆様に少しでも

興味を持っていただけるような記事にしたいと思います．

まだ編集委員や事務局の皆様にはご面倒をおかけするかも

しれませんが，任期の終わりまで宜しくお願いいたします．

話は変わりますが，最近ご退官された大学院時代の恩師

が，最終年度の講義で「研究というのは楽しいからやるん

だよね」と言っていました．シンプルな言葉ですが，非常

に印象に残りました．研究に於いていい成果をあげること

はもちろん重要ですが，根本ではいつもその気持ちを大事

にしていきたいと思う今日この頃です． （諌山翔伍）
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